






 

 

図８ 福井地震に伴う隆起、沈降の境界線（断層位置）付近の主要亀裂（Nasu,1950b） 
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表４ 福井平野東縁断層帯主部の将来の地震発生確率及び参考指標 

評価時点はすべて 2009 年１月１日現在。「ほぼ 0％」は 10-3％未満の確率値を、｢ほぼ 0｣は 10-5未

満の数値を示す。なお、計算に用いた平均活動間隔の信頼度は低い（△）ことに留意されたい。 

指標(1)経過年数 ：当該断層帯に起因する大地震発生の危険率（１年間当たりに発生する回数）は、

最新活動（地震発生）時期からの時間の経過とともに大きくなる（BPT 分布モデ

ルを適用した場合の考え方）。一方、最新活動の時期が把握されていない場合には、

大地震発生の危険率は、時間によらず一定と考えざるを得ない（ポアソン過程を

適用した場合の考え方）。 

この指標は、BPT 分布モデルを適用した場合の危険率が、ポアソン過程を適用し

た場合の危険率の値を超えた後の経過年数である。値がマイナスである場合は、

BPT 分布モデルを適用した場合の危険率がポアソン過程を適用した場合の危険率

に達していないことを示す。 

福井平野東縁断層帯主部の場合、ポアソン過程を適用した場合の危険率は、６千

３百分の１－１万分の１（0.0001－0.0002）であり、いつの時点でも一定である。 

BPT 分布モデルを適用した場合の危険率は、評価時点では十万分の１以下－５万

分の１（ほぼ０－0.00002）であり、時間とともに増加する。この場合、BPT 分布

モデルを適用した場合の危険率がポアソン過程を適用した場合の危険率に達する

には今後１千－４千１百年を要することになる。 

指標(1)比 ：最新活動（地震発生）時期から評価時点までの経過時間を A とし、BPT 分布モデ

ルを適用した場合の危険率がポアソン過程を適用した場合の危険率を超えるまで

の時間を B とした場合において、前者を後者で割った値（A／B）である。 

指標(2) ：BPT 分布モデルを適用した場合と、ポアソン過程を適用した場合の評価時点での

危険率の比。 

指標(3) ：評価時点での集積確率（前回の地震発生から評価時点までに地震が発生している

はずの確率）。 

指標(4) ：評価時点以後 30 年以内の地震発生確率の値を BPT 分布モデルでとりうる最大の

地震発生確率の値で割った値。 

指標(5) ：ポアソン過程を適用した場合の危険率（１年間あたりの地震発生回数）。 

項  目 数  値 備  考 

地震後経過率 
 
今後 30 年以内の発生確率 
今後 50 年以内の発生確率 
今後 100 年以内の発生確率 
今後 300 年以内の発生確率 

 
集積確率 

0.3－0.5 

 
ほぼ０％－0.07％ 
ほぼ０％－0.1％ 
ほぼ０％－0.3％ 
ほぼ０％－１％ 

 
ほぼ０％－0.6％ 

発生確率及び集積確率は地

震調査研究推進本部地震調

査委員会（2001）参照。 

指標（１）経過年数 
比 

指標（２） 
指標（３） 
指標（４） 
指標（５） 

ﾏｲﾅｽ４千１百年－ﾏｲﾅｽ１千年 
0.4－0.8 

ほぼ０－0.1 
ほぼ０％－0.6％ 
ほぼ０－0.02 

0.0001－0.0002 

地震調査研究推進本部地震

調査委員会長期評価部会

（1999）参照。 
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付表   

地震発生確率等の評価の信頼度に関する各ランクの分類条件の詳細は以下のとおりである。 
ランク                分類条件の詳細 

 
 ａ 

発生確率を求める際に用いる平均活動間隔及び最新活動時期の信頼度がいずれも比較的高

く（◎または○）、これらにより求められた発生確率等の値は信頼性が高い。 
 

 
 ｂ 

平均活動間隔及び最新活動時期のうち、いずれか一方の信頼度が低く（△）、これらにより

求められた発生確率等の値は信頼性が中程度。 
 

 
 ｃ 

平均活動間隔及び最新活動時期の信頼度がいずれも低く（△）、これらにより求められた発

生確率等の値は信頼性がやや低い。 
 

 
 ｄ 
 

平均活動間隔及び最新活動時期のいずれか一方または両方の信頼度が非常に低く（▲）、発

生確率等の値は信頼性が低い。このため、今後の新しい知見により値が大きく変わる可能性

が高い。または、データの不足により最新活動時期が十分特定できていないために、現在の

確率値を求めることができず、単に長期間の平均値を確率としている。 
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〈付録〉 

福井平野東縁断層帯については、産業技術総合研究所（2008）によりトレンチ調査などが実施され、

新たな知見が得られたことから、これに基づき再検討を行い、過去の活動履歴などについて改訂を行

った。 
以下に改訂となった項目とその値について、前回の評価と今回の評価の対比表を示す。なお、評価

にあたっては、下表に示す数値のほか各値を求めた根拠についても改訂していることに留意されると

ともに、その詳細については評価文を参照されたい。 

福井平野東縁断層帯主部の評価についての新旧対比表 

項 目 前回の評価 
（平成 16 年 12 月８日公表） 

今回の評価 
（平成 21 年 12 月 18 日公表） 

平均的なずれの 
速度 

0.2－0.5ｍ／千年ないし 
それ以上 

（上下成分） 
左横ずれ成分については不明

（活動度はＢ－Ｃ級） 

△

0.1－0.3ｍ／千年程度 
（上下成分） 

左横ずれ成分については不明 
（活動度はＢ－Ｃ級） 

△ 

過去の活動時期 

不明 
（ 1948年の福井地震の際に、

本断層帯の中央部にあたる長

さ８ｋｍの区間（福井東側地

震断層）が伏在断層として活

動したとする見解もある。）

 

活動１（最新活動） 
約３千４百年前以後、 

約２千９百年前以前 
 

活動２（１つ前の活動） 
約１万３千年前以後、 

約９千７百年前以前 
 

○ 
 
 
 
 

△ 
 

平均活動間隔 ７千－１万８千年程度 
もしくはそれ以下 △ 約６千３百－１万年 △ 

1 回のずれの量 ３－４ｍ程度 
（左横ずれ成分、上下成分）

△

３－４ｍ程度 
（左横ずれ成分および上下成

分の総和） 
１ｍ程度（上下成分） 

△ 

地震発生確率 
（30 年） 

0.2％－0.4％ないしそれ以上

[ポアソン] 
d ほぼ０％－0.07％［BPT］ b 

地震後経過率 － 0.3－0.5 

対比表に示した（◎、○、△）及び（a、b、c、d）については信頼度を表す。それぞれの詳細につ

いては注３、注７を参照のこと。 
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